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調
査
か
ら
見
え
て
く
る

若
者
の
選
挙
へ
の
意
識

　

若
者
た
ち
は
選
挙
に
関
心
が
な

い
と
い
う
。
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　

公
益
財
団
法
人
明
る
い
選
挙
推

進
協
会
が
２
０
１
３
年
に
実
施
し

た
調
査（
左
表
）
に
よ
れ
ば
、
20
〜

30
歳
代
の
若
者
が
、
選
挙
を
棄
権

し
た
理
由
と
し
て
多
か
っ
た
の
が

「
選
挙
に
あ
ま
り
関
心
が
な
か
っ

た（
23
・
４
％
）
」「
仕
事
が
あ
っ
た

（
22
・
２
％
）
」「
政
党
の
政
策
や
政

党
者
の
人
物
像
な
ど
、
違
い
が
分

か
ら
な
か
っ
た（
19
・
２
％
）
」「
適

当
な
候
補
者
も
政
党
も
な
か
っ
た

（
21
・
３
％
）
」│
な
ど
、
他
の
年
代

と
比
較
し
て
、関
心
が
な
か
っ
た
と

い
う
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
法
改
正
で
、約
２
４
０
万

人
の
若
者
た
ち
が
、政
治
参
加
へ
の

権
利
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
同
時
に
有
権
者
と
し
て
の
責

任
を
負
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、若
者
の
責
任
の
果
た
し
方
に

は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

一
つ
は
、
若
者
の
感
覚
や
感
受
性

を
政
治
に
生
か
す
こ
と
で
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
、
多
様
な

情
報
に
接
し
て
き
た
若
者
は「
時
代

の
変
化
や
社
会
の
矛
盾
に
敏
感
」
と

い
う
、
高
齢
世
代
に
な
い
強
み
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
若
者
な
ら
で
は

の
特
徴
を
生
か
す
こ
と
も
、
若
者
ら

し
い
責
任
の
果
た
し
方
の
一
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
与
え
ら
れ
た
権
利
の
内

容
を
き
ち
ん
と
理
解
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
。
有
権
者
は
投
票
だ
け

で
な
く
、
選
挙
運
動
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
と
き
、
注
意
し

た
い
の
が
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
選
挙
運
動
で
す
。

　

阿
部
喜
昭
市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
主
任
主
事
は「
同
じ
高
校

３
年
生
で
も
、
18
歳
は
選
挙
運
動

期
間
中
、
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使
っ
た
選

挙
運
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
17
歳
は
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
、
権
利
に

伴
う
ル
ー
ル
を
理
解
す
る
こ
と
も
、

責
任
の
果
た
し
方
の
一
つ
で
す
」
と

強
調
し
ま
す
。

選挙運動に使える主なアプリ

＊電子メールは、不特定多数の人に一方的に送信で
きることから悪用を避けるために禁止されている

インターネットを活用した選挙運動

　選挙運動とは、候補者が選挙に
当選するため、有権者に働きかけ
ること。2013年からネット選挙運
動が解禁されている。満18歳にな
れば、以下のような選挙運動を行
うことができる。
❶友人、知人に直接投票や応援を
依頼する❷電話で投票や応援を依

頼する❸自分で選挙運動メッセー
ジを掲示板やブログに書く❹選挙
運動メッセージをSNSなどで広め
る（リツイート、シェアなど）❺選挙
運動の様子を動画投稿サイトなど
に投稿する。
＊公示、告示日の立候補者の届け出より
も前に選挙運動を行うことは違法

若者と選挙

検証   
   

 T
ho

ught to share

1

70年ぶりの選挙権年齢の引き下げ。若者たちにどんな変化を

もたらすのだろう。責任と利点について検証した

　

一
票
で
世
の
中
は
変
わ
ら
な
い

と
い
う
。
本
当
で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
の
意
見
が
通
ら
な
い
か
ら

と
い
っ
て
、
政
治
に
参
加
す
る
こ
と

を
や
め
て
し
ま
う
と
、一
部
の
考
え

方
に
偏
っ
た
政
治
に
な
り
や
す
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

投
票
結
果
が
候
補
者
の
そ
の
後

を
左
右
す
る
以
上
、
よ
り
多
く
の
票

を
集
め
た
い
と
思
う
の
は
当
然
の
こ

と
で
す
。
そ
の
た
め
で
し
ょ
う
か
、

日
本
の
政
治
は
投
票
率
の
高
い
高

齢
者
に
手
厚
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
外
国
の
奨
学
金
の
多

く
は
返
済
不
要
な
の
に
対
し
、日
本

の
奨
学
金
は
返
済
が
必
要
で
す
。
そ

の
た
め
、奨
学
金
を
利
用
し
た
学
生

は
、
卒
業
後
も
返
済
に
追
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
が
、
若
者
世
代
の
貧
困
の

一
因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
全
て
の
世
代
が
選
挙
権

を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
問
題
を
政
治
に
訴
え
て
い
た

と
し
た
ら
、
そ
の
問
題
は
ど
の
よ

う
に
扱
わ
れ
、
ど
ん
な
政
策
が
行

わ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。
政
治
に
影

響
を
及
ぼ
す
た
め
に
は
、
ま
ず
投

票
所
に
足
を
運
ぶ
。
若
い
世
代
に

は
、
そ
ん
な
自
覚
が
必
要
で
す
。

政
治
に
参
加
で
き
る
の
は

選
挙
権
を
持
つ
人
の
特
権　

第23回参議院議員通
常選挙全国意識調査  年代別棄権理由(上位4つ)

Q1 あなたは参議院選挙で
投票に行きますか？

Q2 選挙で投票することに
戸惑いや不安はありますか？

新たに選挙権を得た若者たちを対象にした世論調査

×
フェイスブック ツイッター ライン

インスタグラム ユーチューブ 電子メール

● 必ず行く（22%）
● 行くつもりでいる（38%）
● 行くかどうかわからない（30%）
● 行かない（9%）
● 無回答（1%）

Q3 戸惑いや不安のがあるのは
どういう理由ですか？

Q4 いまの日本の政治に
どの程度関心がありますか？

Q5 今の政治が変わってほしい
と思いますか？

Q6 普段、支持している
政党がありますか？

● 大いにある（12%）
● ある程度ある（37%）
● あまりない（34%）
● まったくない（16%）
● 無回答（1%）

● 政治についてよく分からない（36%）
● どの政党に投票すべきか分からない（30%）
● 選挙の経験がない（22%）
● 選挙がどんな影響をもたらすか
　 分からない（7%）
● 無回答・その他（5%）

● 大いに関心がある（11%）
● ある程度関心がある（42%）
● あまり関心がない（35%）
● まったく関心がない（12%）
● 無回答（1%）

● 大きく変わってほしい（27%）
● ある程度変わってほしい（61%）
● あまり変わってほしくない（10%）
● 変わってほしくない（1%）
● 無回答（1%）

● ある（12%）
● ない（86%）
● 無回答（2%）
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● 選 挙 に あ
まり関 心がな
かった

23.4

16.7 16.0

●仕事があっ
た

22.2
19.4

7.0

●政党の政策
や、候 補 者 の
人物像など、違
いが分からな
かった

19.2 18.5
21.0

●適当な候補
者も政党もな
かった

21.3

28.9

42.0

Q7 政治について興味のあるものは
なんですか？ （複数回答）

●この調査は、無作為に抽
出 さ れ た 全 国 の 18・19 歳
の国民 3 千人を対象に NHK
が行ったもの。調査期間は
2015 年 11 月 4 日～ 12 月 10
日まで／Ｑ 1_「必ず行く」
と「行くつもり」合わせて
約 60%。戦後最低の投票率
は 2014 年の衆議院選挙の
52.66%。このとき20 歳代が
32.58% だった／Ｑ 2_ 半数
近くが不安や戸惑いが「あ
る」と回答した／Ｑ 3_ 最も
多かったのが「政治につい
てよく分からない」で 36%。
次いで「どの政党に投票す
べきか分からない」が 30%。

選挙には行きたいが、十分
な知識がなく不安だと考え
ている人が多い／Ｑ 4_ 政
治に関心が「ある」と答えた
人は、「ない」人よりもやや
多い／Ｑ 5、Ｑ 6_ 今の日本
の政治には変わってほしい
と答える一方で、普段、支
持する政党は 86% が「ない」
と回答している。どうすれ
ば政治が変わるのかを学ぶ
機会が求められている／Ｑ
7_ 政治課題について尋ねる
と、最も関心のあるテーマ
は「雇用・労働環境」。多く
の若者が身近な課題として
捉えている

53%

49%

48%

36%

36%

28%

28%

23%

雇用・労働環境

年金や医療などの社会保障制度

景気対策

子育て支援、少子化対策

外交・安全保障

教育政策

災害対策

環境政策
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